地域密着型サービス運営推進会議記録（第5回）

	施設名
	　グループホーム笑顔毎日

	施設種類
	　認知症対応型共同生活介護

	開催日時
	令和8年1月29日

	会場
	　グループホーム笑顔毎日

	参加者
	利用者代表
	0人

	
	利用者家族代表
	1人

	
	地域住民代表
	4人

	
	有識者
	１人

	
	高齢者お世話センター
	1人

	
	市職員
	0人

	
	事業者
	１人



	報告事項
	・現況報告（R7.12～R8.1）
・委員会、研修会、行事について
・令和7年度　事業所自己評価・外部評価について
・意見交換

	
	

	議題
	入居者・登録者の状況
グループホーム笑顔毎日
・1月29日現在、定員27名に対し入居者27名（うち入院2名）。
・1名は施設への復帰が困難なため、家族と今後の施設利用・退居について相談中。
小規模多機能ホーム健祥会セビリア
・1月29日現在、登録定員29名に対し登録者25名（利用率86.2%）。
・直近2ヶ月で、2名新規登録、2名登録解除予定。

入退居の状況
グループホーム笑顔毎日
・12月新規入居（1名）:
・要介護1の女性（那賀川町在住）。認知症進行により自宅生活が困難となったため入居

・1月新規入居（1名）:
・要介護3の男性（羽ノ浦町在住）。徳島市内の医療機関から退院後、施設へ入居。
小規模多機能ホーム健祥会セビリア
・12月新規登録1名
・要介護1の男性（横見町在住）。訪問サービス（病院受診の送迎・付き添い、買い物支援）を中心に利用
・1月新規登録1名
・要介護4の女性。医療機関退院後、泊まりサービスから利用開始。自宅と
施設での生活を並行して計画中
・1月登録解除2名

委員会・研修会活動
12月1月に実施された施設内委員会、研修会および外部研修について報告を行う。

事故報告：収れん火災発生の報告
発生日時: 令和7年12月11日
・場所: グループホーム笑顔毎日の入居者居室
・入居者の居室にて、テーブル上の鏡に日光が反射・集光され、本棚の手帳　
やチラシが発火（収れん火災）。
・煙の匂いにより早期に発見されたため、大事には至らなかった。
・冬場は日光が低く差し込みやすいため、収れん火災が発生しやすい季節で
ある。
・後日、消防署の検証でも同様の環境下で煙が発生することを確認。
・修練火災の予防策として、日光が深く差し込む居室（特に南向きの部屋）
では、入居者不在時にレースカーテンを利用するなど、職員間で注意喚起
を徹底する。

事業所自己評価と外部評価について
グループホーム笑顔毎日:
・事業所が実施した自己評価（取り組み内容）をまとめた資料を運営推進委
員に配布。
・委員は3月の最終運営推進会議までに、外部評価（ご意見、質問、評価（ABCD））を記入し提出を依頼。
・自己評価および外部評価は、サービスの質向上と事業所の透明性確保を目
的とする。
小規模多機能ホーム健祥会セビリア:
・スタッフ12名による自己評価（アンケート結果）と、次回までの改善計画
をまとめた資料を委員に配布（参考資料）。
・委員への外部評価は、別途用紙にて3月の運営推進会議前に改めて依頼す
る予定。
今後の予定
・運営推進委員は配布資料に基づき、3月の運営推進会議までに外部評価を
提出する。
・提出された外部評価は、新年度の運営推進会議にて取りまとめ結果が公表
される。

その他連絡事項
オレンジカフェ「コスモス」開催案内（お世話センターより）
開催日時: 2月10日
・場所:よもぎだカフェ
・入居者や登録利用者の参加を歓迎しており、施設からの送迎など協力体制
を整える。

地域での防犯対策に関する注意喚起
情報共有: 阿南警察署からの情報として、羽ノ浦町周辺で空き巣および車上荒らしが発生していることが報告された。
・特に無施錠の車両が狙われるケースが報告されている。
・民家への侵入被害も発生している。
・施設利用者、職員、および地域住民に対し、戸締りや施錠の徹底など、防
犯対策への注意喚起を促す

次回開催予定は、令和8年3月下旬








	
	



